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5月30日に大洲市で発見された野生イノシシ（死亡個体）において、6月

2日、検査の結果、豚熱の感染が確認されました。これは、南予地域初の感

染確認となります。 

県内では、5月に西条市の野生イノシシ2頭から感染が確認されたばかり

です。農場内への豚熱ウイルスの侵入リスクは極めて高い状況が続いてい

ます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

農場内へのウイルスの侵入を防ぐため、飼養衛生管理の再確認・
徹底をお願いします！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

中予家畜保健衛生所  電話 089-990-1333 

              携帯  090-6282-6129 (休日・夜間) 

5月12日 

6月2日 

 

１ 飼養豚への適時・適切なワクチン接種 

●適切な飼養管理を徹底した上で、ワクチンを適切に接種しましょう 

●定期的に接種適期を検査し、効果的な日齢でワクチン接種をしましょう 

２ 飼養豚と野生イノシシの接触を防ぐ措置 

◎防護柵・防鳥ネットの点検・修繕 

●野生イノシシの接近を防ぐため、防護柵外周の除草など 

３ 早期通報の徹底 

●異状がみられたら、直ちに家保に通報しましょう 

【県内９例目】大洲市で豚熱感染イノシシを確認！ 

6月2日 

【9例目】 

死亡イノシシ（5月30日発見） 

場所：大洲市田処 

個体情報：成獣（雌） 

5月12日 

【7，8例目】 

捕獲イノシシ（4月29日捕獲） 

場所：西条市氷見切川 

個体情報：成獣（雌）、成獣（雌） 

 

南予地域 

初確認 

 

豚熱対策のポイント 


